
 

 

 

 

 

 

 

 

 

第６章 黄砂実態把握調査結果 

 



第６章  黄砂実態把握調査結果 

 

 黄砂は中国大陸内陸部のタクラマカン砂漠、ゴビ砂漠や黄土高原など、乾燥・半乾燥地域で、風によっ

て数千メートルの高度にまで巻き上げられた土壌・鉱物粒子が偏西風に乗って日本に飛来し、大気中に浮

遊あるいは降下する現象であり、わが国への黄砂の飛来頻度の増加に伴い、黄砂の環境影響への関心が高

まっている。 

しかしながら、黄砂の物質循環に関連する影響は、科学的に明らかでない部分が多いことから、黄砂飛

来時における浮遊粉じん量とその中に含まれるイオン成分の分析を行い、本県における黄砂の実態を把握

することを目的として黄砂実態把握調査を行った。 

 

１ 黄砂飛来状況 

金沢地方気象台の調べによれば、平成２１年度における黄砂観測日は、次の２日間であった。 

  平成２１年１２月２６日 

  平成２２年３月２１日 

 

２ 調査地点及び調査期間 

（１）調査地点 

石川県保健環境センター庁舎屋上（金沢市太陽が丘） 

（２）調査期間 

黄砂飛来日と非飛来日の２区分に区分し調査を実施した。 

年  月 黄砂飛来日 非飛来日 

平成２１年５月 なし ５月１日～２日、５月８日～９日 

５月９日～10日、５月10日～11日

５月11日～12日 

平成２２年３月 ３月20日～21日 

３月21日～22日 

３月22日～23日 

計 ２日間 ６日間 

 

３ 調査方法 

（１）浮遊粉じん調査 

   ハイボリウムエアサンプラーを用いて浮遊粉じんを24時間連続採取し、粉じん量及びイオン成分

濃度を測定した。 

（２）２段型粒径別浮遊粉じん調査 

２段型ローボリウムエアサンプラーを用いて、浮遊粉じんを粗大粒子と微小粒子の２段階に分級

（分離粒径は2.5μm）して24時間連続採取し、粒径別に粉じん量及びイオン成分濃度を測定した。 
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４ 調査結果 

（１）浮遊粉じん調査結果 

浮遊粉じん濃度は、表６－１及び図６－１のとおり、黄砂飛来日（３月 20 日～22 日）における

浮遊粉じんの平均濃度は211μg/m3（0.211mg/ m3）で、非飛来日の平均値45μg/m3の約５倍の濃度

を示した。この結果は、１章に記載したとおり、平成２２年３月２１日に飛来した黄砂によって、

浮遊粒子状物質（SPM）濃度が増大し、県内のすべての環境大気測定局で１時間値の環境基準

（0.20mg/ m3）を超過したこととも一致する。 

また、黄砂飛来日は非飛来日に比べ、イオンの濃度が高い傾向（アンモニウムイオンを除く）を

示していた。特に、塩化物イオン、カルシウムイオン、マグネシウムイオン、ナトリウムイオンは

５倍以上の濃度を示したが、アンモニウムイオンは黄砂飛来日の方が低い濃度であった。（図６－

２） 

 

 

図６－２　浮遊粉じん中の各イオン成分
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図６－１　調査日における浮遊粉じん濃度

0

50

100

150

200

250

300

350

H21.5/1～
2

５/８～
９

５/９～
10

５/10～
11

５/11～
12

H22.3/20～
21

３/21～
22

３/22～
23

調査日

濃
度

（
μ

g
/
m

3
）

K+ Na+ Mg2+Ca2+ 

NH4
+ Cl - SO4

2- NO3 
-

－60－



 

（２）２段型粒径別浮遊粉じん調査 

   微小粒子側（粒径2.5μｍ以下）の粉じん濃度は、表６－２のとおり、非飛来日の平均値が20μg

／m3であったが、黄砂飛来日の平均値は70μg／m3と３倍以上であった。粗大粒子側（粒径2.5μｍ

以上）の粉じん濃度は、表６－３のとおり、非飛来日の平均値は5μg／m3であったが、黄砂飛来日

の平均値は77μg／m3で 15 倍以上であり、黄砂飛来時は粗大粒子側（粒径2.5μｍ以上）粉じん濃

度が高い傾向を示した。 

 

 

 

 

イオン成分については、微小粒子側の方が粗大粒子側より濃度が高かったものは硫酸イオン、ア

ンモニウムイオン、カリウムイオンで、逆に、粗大粒子側の方が高かったものは、硝酸イオン、塩

化物イオン、ナトリウムイオンであった。なお、カルシウムイオン、マグネシウムイオンについて

は、粒径による大きな差は見られなかった。 

また、微小粒子側、粗大粒子側いずれにおいても、アンモニウムイオンを除いては、黄砂飛来日

の方が非飛来日よりイオン濃度は高い傾向にあった。 

 

５ まとめ 

環境省の黄砂解明実態調査（平成２１年３月）では、「黄砂は粒径 4μm 付近にピークをもつ分布」

とされ、また「硝酸イオンは、粗大粒子側の濃度が高く飛来過程で黄砂に優先的に付着した可能性

がある。」とされており、今回の調査では国の調査と同様の傾向を示した。 

一方で「黄砂への大気汚染成分の付着状況は一様ではなく、到達時間や飛来経路等によって異な

ること」が示唆されており、本県においても継続的な監視によって状況を把握していく必要がある。 

 

図６－３　粒径別浮遊粉じん濃度
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図６－４ 粒径別イオン濃度 
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